
 基本課題Ⅱ 教育・学習（男女平等意識をつくる）             
 目標３ ジェンダー意識の払拭と社会制度・慣行の見直し                               
  施   策    具 体 的 な 施 策       実 施 状 況 ジェンダーの視点 達成度 担当課 

・講座，シンポジウム，イベントの実施 
  次の啓発事業を実施した。 
 「情報紙づくり講座」  
  情報紙の企画・編集方法等を学び，講座終了後

 は市民編集委員として男女共同参画社会をめざ 
 す情報紙「フリートーク」の発行に携わっていた

 だいた。（参加者数４人） 
 「男女共同参画講演会」 
  １０月１９日アミュゼ柏にて中山千夏氏の講 
 演会「中山千夏が語る“ヲトメ・メヲト・ヲトコ”」

 を開催し，男女共同参画社会の重要性を分かり易

 く啓発できた。（参加者数３２９人） 

 
３，７ 

 

 
 ｂ 
 

 
男女共同参画室 
 

（１）ジェンダー意

識を是正するため

の啓発活動の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①啓発事業の充実 
 男女共同参画社会，ジェンダー意識の是正

をテーマに講演会やシンポジウム等を開催

し広く市民の参画を求めるとともに理解を

深めるための啓発を行います。 
 ・講座，シンポジウム，イベントの実施 
 ・広報紙等による啓発 
 ・女性セミナーの充実 
 

・広報紙等による啓発 
  ３月に市民編集委員の企画・編集による情報紙

 「フリ－トーク」２９号を発行し，全戸配布した。

 （特集「おんなとおとこのコミュニケーション」）

  柏市インターネット男女共同参画推進センタ 
 ー（参画ｅｙｅ）にて，さまざまな情報発信を行

 った。（アクセス件数４２，６２０件）サイトの

 全面リニューアルを行い，より利用しやすい構造

 に変更し，コンテンツの拡充も行った。 

 
３，７ 

 
ｂ 

 
男女共同参画室 
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 ・女性セミナーの充実 
  各近隣センターで次の講座を開催した。 

講座名 （近隣センター名） 延べ参加者数

南部女性セミナー （南部）  ２８４人 
ミズ・スクール  （田中）  ２７９ 
メンズ・セミナー （田中）   ７６ 
女性セミナー   （布施）  ２２６ 
女性教養セミナー （増尾）  ３１７ 
新富カレッジ・フォー・ウィメン  （新富）  １９７ 
新富カレッジ・フォー・メン（新富）  １１０ 
高田女性セミナー （高田）  １９９ 
女性教養講座   （新田原）  １５８ 
藤心ウィメンズサロン（藤心）  １１５ 
女性セミナー   （酒井根）  ２３４ 
女性講座     （柏中央）  ２１５ 
女性教養セミナー （高柳）   ９４ 

 
  女性大学を開催し，講演会や館外学習などを 
 実施した。（１４回 参加者数６６人） 

 
１，２，３，７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 

 
ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ 

 
近隣センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沼南公民館 

・広報紙等による法令等の周知 
  参画ｅｙｅにて，関係法令の掲載や政令・制度

 改正等の関連記事の紹介を行った。毎日更新を行

 い，法令等に関する動きの最新情報を提供してい

 る。 

 
７ 

 
ｂ 

 
男女共同参画室 

 

②男女平等に関する条約，法令等の周知 
 男女平等社会の実現に向け，法や制度等の

積極的な活用促進と理解を深めるための啓

発に努めます。 
 ・広報紙等による法令等の周知 
  女子差別撤廃条約 男女雇用機会均等法 
  育児・介護休業法 民法 国籍法 年金制度

 ・法制度に関する学習機会の充実 

・法制度に関する学習機会の充実 
  介護保険制度等の説明会を実施した。学習機会

 のさらなる充実を図りたい。 

 
７ 

 
ｄ 

 
関係部署 
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・男女平等に関する意識調査の実施 
  ７月に男女共同参画に関する市民意識調査を 
 実施した。（4,000 人対象，有効回収数1,328

 通，回収率33.2％）「家庭生活」「就労」「少子・

 高齢化」「性・暴力と人権」「行政に期待すること」

 について，市民の意識・実態を調査し，男女共同

 参画推進計画の改定の基礎資料とした。 

 
９ 

 
ａ 

 
男女共同参画室 

 ③男女平等に関する研究と情報収集・提供 
 男女間格差や偏りを把握するため市民を

対象に，男女平等に関する意識を調査・分析

しその結果を各種事業に反映させていきま

す。 
 ・男女平等に関する意識調査の実施 
 ・男女別統計に関する情報収集 

・男女別統計に関する情報収集 
  国や県の統計結果やメディア等からの情報収 
 集を行い，参画ｅｙｅに掲載している。 

 
９ 

 
ａ 

 
男女共同参画室 

（２）ジェンダーに

敏感な行政職員の

育成 

①職員研修の実施 
 あらゆる施策や事業をジェンダーに敏感

な視点をもって推進していくための職員研

修を充実します。 
 ・女性問題に関する行政職員研修の充実 

・女性問題に関する行政職員研修の充実 
  ６級職員（参加者数２３人），及び初級研修（上

 級採用２年目，中級採用３年目，初級採用４年目。

 参加者数１０人）において，外部講師及び男女共

 同参画室職員による「男女共同参画について」の

 講義を実施した。 
  研修ではないが，２月に職員を対象に男女共同

 参画に関する意識調査を実施した。（2,817 人対

 象，有効回収数1,178 通，回収率41.8％） 
  職員の意識やニーズを把握するとともに，ジェン

 ダーに敏感な視点を持つための職員への意識啓 
 発を主目的として行った。 

 
１，３，８ 

 
 

 
 

１，３ 
 

 
ｂ 

 
 

 
 

ｂ 
 

 
人事課 

 
 
 
 

男女共同参画室 
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・男女のバランスに配慮した市職員採用 
  平成１８年４月１日付けで，男性４人・女性 
  １４人の職員を採用した。 

職 種 男（人） 女（人）

一般行政（上級） ２  
一般行政（民間経験者） １  
建築技師（上級）  １ 
建築技師（民間経験者） １  

保育士  ７ 
保健師  ３ 
栄養士  ２ 

給食調理員（行二）  １ 

 
３，５ 

 
ｃ 

 
人事課 

 ②性別にとらわれない職員の採用・配置 
 性別にとらわれない男女職員の登用，女性

職員の職域拡大や能力が発揮できる機会の

確保等に努めます。 
 ・男女のバランスに配慮した市職員採用 
 ・女性職員の積極的な職務配置 

・女性職員の積極的な職務配置 
  女性職員を次長級に１人，所属長に１人新たに

 配置した。 

 
３，５ 

 

 
ｃ 

 
人事課 

（３）社会制度・慣

行の見直し 
①社会制度・慣行の見直し 
 ジェンダー意識のもとに作られてきた社

会制度，慣行について中立的な観点から，調

査研究し，必要に応じて関係機関へ働きかけ

ます。 
 ・年金制度の調査研究 

・年金制度の調査研究 
  年金制度の改正に係る調査研究を行った。また

 各種要望について，千葉県国民年金協議会・全国

 都市国民年金協議会を通し，厚生労働省・社会保

 険庁へ要望書を提出した。 

 
６ 

 
 ｂ 

 
保険年金課 
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 目標４ あらゆる場での男女平等教育の推進 
施   策 具 体 的 な 施 策 実 施 状 況 ジェンダーの視点 達成度 担 当 課 

①ジェンダーにとらわれない家庭教育講

座の実施 
 男女平等の視点に立って家庭での教育が

行われるよう家庭教育学級等を開催しま

す。 
 ・家庭教育学級等の充実 
 
 
 

・家庭教育学級等の充実 
  各近隣センターで次の講座を開催した。 

講座名 （近隣センター名） 延べ参加者数 
子育てセミナー「スマイル」（豊四季台）  ２４０人 
南部子育てセミナー （南部）   ５０ 
スクラム子育てセミナー（田中）  １１８ 
子育てセミナーオレンジ（西原）  １７９ 
すこやかセミナー   （布施）  １８５ 
子育てセミナーますお（増尾）  ２４４ 
子育てセミナー（小学生クラス）（光ヶ丘）  １０４ 
子育てセミナー（幼児クラス）（光ヶ丘）   ５９ 
ファミリーセミナー （新富）  １５６ 
家庭教育学級    （高田）   ９０ 
家庭教育学級   （新田原）  １２０ 
はつらつ子育てセミナー（藤心）  ３４２ 
さわやか子育てセミナー（思春期クラス）（酒井根）  １０７ 
富里子育てセミナー 9/15（富里）   ５２ 
富里子育てセミナー2/2～9（富里）   ７３  

 
３，７ 

 

 
ｂ 

 
近隣センター 

（１）家庭教育にお

ける男女平等意識

の啓発 

②広報紙等による保護者への啓発 
 ジェンダー意識や女性に対する偏見，差

別等につながる社会のしきたり，慣習等に

とらわれない家庭観が持てるよう啓発して

いきます。 
 ・啓発活動の充実 

・啓発活動の充実 
  特に保護者を対象とした啓発は行っていないが

 講演会や情報紙，参画ｅｙｅ等での啓発が家庭教

 育の場においても影響を与えていると思われる。

 
１，３ 

 
ｃ 

 
男女共同参画室 
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・講座の開催 
  柏市幼稚園教諭・保育士・小学校・中学校教職

 員対象の夏季研修講座において，人権・セクハラ

に関する講座を開催した。 

 
９ 

 
 

 
ｃ 

 
 

 
教育研究所 

 
 

①ジェンダーにとらわれない教育・保育の

推進 
 幼児期の教育において，性別にとらわれ

ず個性や能力が伸ばせる環境が大切です。

保育士や幼稚園教諭を対象に研修会を開催

します。 
・講座の開催 

 ・保育士，幼稚園教諭を対象にした研修

  会の開催 

・保育士，幼稚園教諭を対象にした研修会の開催 
  男女共同参画に関する研修は実施していないが

 ジェンダーにとらわれない保育は日頃から心掛け

 ている。 

  
３，７ 

 
 

  
ｃ 

 
 

 
保育課 

 
 

（２）保育園・市立

幼稚園における男

女平等教育の推進 
 
 
 
 

②隠れたカリキュラムの見直し 
 保育士や保護者の何げない言葉かけや行

動，慣行により，ジェンダー意識を助長し

ないよう「隠れたカリキュラム」の点検，

見直しに努めます。 
 ・隠れたカリキュラムの点検，見直し 

・隠れたカリキュラムの点検，見直し 
  国の「保育所保育指針」，柏市の「保育計画」，

 地域性を加味して立てた各保育園の計画に基づき

 ジェンダーにとらわれない保育を実施している。

 
３，７ 

 

 
ｂ 

 

 
保育課 

 

・教職員対象の男女平等教育研修の実施 
  市内小・中学校教職員，男女共同参画室長，教

 育委員会指導主事を構成員とした柏市「男女共同

 参画をめざす教育」推進委員会を，６月・８月・

 １１月・２月に開催した。小・中学校現場での取

 組の報告，「男女共同参画をめざす教育」について

 の検討，資料をもとにした研修を行った。 

 
３，７ 

 
ｂ 

 
教育研究所・指導課 

（３）学校における

男女平等教育の推

進 

①男女平等教育の推進 
 個性を尊重した教育や多様な生き方を選

択できる進路指導に努めます。 
・教職員対象の男女平等教育研修の実施

 ・男女平等の視点に立った進路指導 

・男女平等の視点に立った進路指導 
  柏市「男女共同参画をめざす教育」推進委員会

 にて，市内中学校における美術及び学級活動（進

路指導）の授業実践を行った。 

 
３，７ 

 
ｂ 

 
教育研究所・指導課 
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②隠れたカリキュラムの見直し 
 学習教材や児童・生徒の教育のなかで，

ジェンダー意識を是認したり，必要以上に

男女を分けている慣行等についての点検，

見直しを図っていきます。 
 ・隠れたカリキュラムの点検，見直し 
 ・特別活動等における男女の役割の見直し 
   部活動 児童会・生徒会活動等 

・隠れたカリキュラムの点検，見直し 
・特別活動等における男女の役割の見直し 
  柏市「男女共同参画をめざす教育」推進委員会

 において，男女平等教育に関わる学習内容・単元・

 行事等を確認し，男女平等教育に関する全体計画

 （小学校版）を作成した。 

 
  

３，７ 
 

 
 

ｂ 
 

 
 
教育研究所・指導課 
 

 
 
 
 
 

③副読本等の作成・活用 
 男女平等意識の形成を促進するための副

読本を市民の協力を得，検討し，作成しま

す。 
 ・副読本の検討，作成 

・副読本の検討，作成 
  柏市「男女共同参画をめざす教育」推進委員会

 にて調査・研究を行うとともに，市内教育機関向

 けに啓発資料及び「柏市男女平等教育実践指導事

 例集Ⅰ」を作成・配布した。 

 
３，７ 

 
ｂ 

 
教育研究所・指導課 
・男女共同参画室 
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 目標５ 男女平等推進のための生涯学習の充実 
施   策 具 体 的 な 施 策 実 施 状 況 ジェンダーの視点 達成度 担 当 課 

・女性問題講座，男性問題講座の充実 
  各近隣センターで次の講座を開催した。 

講座名 （近隣センター名） 延べ参加者数

南部女性セミナー （南部）  ２８４人 
ミズ・スクール  （田中）  ２７９ 
メンズ・セミナー （田中）   ７６ 
女性セミナー   （布施）  ２２６ 
女性教養セミナー （増尾）  ３１７ 
新富カレッジ・フォー・ウィメン  （新富）  １９７ 
新富カレッジ・フォー・メン（新富）  １１０ 
高田女性セミナー （高田）  １９９ 
女性教養講座   （新田原）  １５８ 
藤心ウィメンズサロン（藤心）  １１５ 
女性セミナー   （酒井根）  ２３４ 
女性講座     （柏中央）  ２１５ 
女性教養セミナー （高柳）   ９４  

 
１，２，３，７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
近隣センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）男女平等の視

点に立った学習機

会の充実 

①女性問題講座，男性問題講座等の実施 
 男女が共に多様な生き方を認めあえるよ

う女性問題や男性問題に関する学習情報を

提供します。また，開催日時等に配慮し容

易に学習できる機会の確保に努めます。 
 ・女性問題講座，男性問題講座の充実 
 ・学習機会の充実・確保 
 ・生涯学習に関する情報の提供 
 ・開催時の保育，介護サービスの充実 
 
 
 

・学習機会の充実・確保 
  女性史，ジェンダー，女性の就業，女性の生き

方，男女共同参画社会等に関する図書を収集し，

利用に供した。 
市民からの依頼により市職員等を派遣し市の施

 策や担当業務の説明を行う生涯学習まちづくり出

 前講座を実施した。（６８件実施 延べ参加者数 
１，７８６人） 

 
７ 
 
 

７ 

 
ｂ 
 
 

ｃ 

 
図書館 

 
 

社会教育課 
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・生涯学習に関する情報の提供 
  参画ｅｙｅにて，柏市民が参加することができ

 る男女共同参画に関する各種講座やイベント情 
 報を提供している。 
  市及び民間主催の生涯学習関連事業を冊子に 

まとめた「生涯学習ガイド」を発行し，社会教育

施設，近隣センター等に配架した。（４２１講座

掲載） 
  生涯学習ボランティアシステム（学んだ知識 
 や技術を活かしたボランティア活動をする市民 
 の人材バンクシステム）の登録者名簿を作成し，

 市関係各課，小・中学校，高校，老人ホーム等 
 に配布した。（登録者２０８人） 

 
３，７ 

 
 

５，７ 
 

 
ｂ 
 
 

ｃ 
 

 
男女共同参画室 

 
 

社会教育課 
 

 

・開催時の保育，介護サービスの充実 
  １０月の講演会開催時に保育サービスを実施 

した。 
  講座の対象者に応じたサービスの充実を図っ 
 ていきたい。 

 
７ 

 
７ 

 
ｂ 

 
ｄ 

 
男女共同参画室 
 

関係部署 

 

②退職後の男女の生活設計講座の実施 
 退職後の生活を展望し，経済，健康，余暇

活動等，男女が自立した生活が営めるよう各

種講座を実施します。 
 ・生活プランの設計に関する講座 

・生活プランの設計に関する講座 
近隣センターで，定年後の生き方を取り上げた

 講座を実施し，その他健康づくり・余暇活動等の

 各種講座を開催した。 
 

 
２，７ 

 
ｃ 

 
近隣センター 

（２）多様な学習要

求への条件整備 
①学習プログラムの充実 
 市民の学習意欲が高まるなか，学習を通じ

て自己実現が図られるよう，その内容の充実

に努めます。 
 ・学習内容の充実 
   政治・経済・社会問題 消費生活 
   環境 ＩＴ講習 

・学習内容の充実 
  各課主催の講座等での内容の充実に努めたい。

 
２，７ 

 
ｃ 
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	基本課題Ⅱ 教育・学習（男女平等意識をつくる）
	目標３ ジェンダー意識の払拭と社会制度・慣行の見直し
	（１）ジェンダー意識を是正するための啓発活動の充実
	（２）ジェンダーに敏感な行政職員の育成
	（３）社会制度・慣行の見直し

	目標４ あらゆる場での男女平等教育の推進
	（１）家庭教育における男女平等意識の啓発
	（２）保育園・市立幼稚園における男女平等教育の推進
	（３）学校における男女平等教育の推進

	目標５ 男女平等推進のための生涯学習の充実
	（１）男女平等の視点に立った学習機会の充実
	（２）多様な学習要求への条件整備




(※1）事業におけるジェンダーの視点

1.女性への人権尊重が期待できる。

2.自分の生き方を自分で決めることができる。

3.性別役割分担意識の解消が期待される。

4.企業・経営者の男女平等意識の向上が期待される。

5.地域社会や団体等で女性がリーダーシップを発揮する事が期待される。

6.男女がそれぞれ経済的，社会的に自立できる社会ができる。

7.性別に関係なく，個人がその個性・能力に応じた学習機会を提供できる。

8.仕事と育児両立支援のための環境を整えることにより，女性の労働分野への参画を促進する事ができる。

9.その他



（※2）目標に対する達成度の区分

a.相当に進んだと思う。

b.少しは進んだと思う。

c.どちらとも判断できない。

d.あまり進んでいない。

e.全く進んでいない。

f.この事業には該当しない。



